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3) がん診療体制

ア）がん診療拠点病院

がん診療拠点病院については、新潟県では「はい」（2.6％）、「いいえ」（94.8％）であっ

た。

また、愛知県では「はい」（3.5％）、「いいえ」（94.4％）であった。

図表 35 がん診療拠点病院
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イ）緩和ケア病棟の設置

緩和ケア病棟の設置の有無は、新潟県では「有」（2.6％）、「無」（94.8％）であった。「有」

の場合、平均値は 10.50 病棟、標準偏差は 9.50 であった。

また、愛知県では「有」（2.8％）、「無」（95.1％）であった。「有」の場合、平均値は 1.00

病棟、標準偏差は 0.00 であった。

図表 36 緩和ケア病棟の設置の有無
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ウ）緩和ケア病床の設置

緩和ケア病床の設置の有無は、新潟県では「有」（0.0％）、「無」（97.4％）であった。

また、愛知県では「有」（2.8％）、「無」（95.1％）であった。「有」の場合、病床数の平均

値は 17.33 床、標準偏差は 1.70 であった。

図表 37 緩和ケア病床の設置の有無

1.8%

0.0%

2.8%

95.9%

97.4%

95.1%

2.3%

2.6%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（N＝220）

新潟県（N＝77）

愛知県（N＝143）

有 無 無回答

エ）外来化学療法の実績

外来化学療法の実績の有無は、新潟県では「有」（39.0％）、「無」（57.1％）で、「有」の

場合、平成 18 年 1 年間の実績の平均値は 461.21 床、標準偏差は 440.62 であった。

また、愛知県では「有」（32.2％）、「無」（62.2％）で、「有」の場合、平成 18 年 1 年間

の実績の平均値は 827.82 床、標準偏差は 1,031.60 であった。

図表 38 外来化学療法の実績の有無
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オ）病理診断医

病理診断医の有無は、新潟県では「いる」（18.2％）、「いない」（75.3％）であった。

また、愛知県では「いる」（28.0％）、「いない」（65.0％）であった。

図表 39 病理診断医の有無
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カ）外部の病理診断の実績（病理診断医がいる場合）

外部の病理診断の実績の有無（病理診断医がいる場合）は、新潟県では「有」（28.6％）、

「無」（57.1％）で、「有」の場合、平成 18 年 1 年間の実績の平均値は 5,539.50 件、標準

偏差は 6,016.19 であった。

また、愛知県では「有」（37.5％）、「無」（45.0％）で、「有」の場合、平成 18 年 1 年間

の実績の平均値は 1,835.38 件、標準偏差は 2,953.19 であった。

図表 40 外部の病理診断の実績の有無（病理診断医がいる場合）
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キ）放射線治療医

放射線治療医の有無は、新潟県では「いる」（9.1％）、「いない」（85.7％）であった。

また、愛知県では「いる」（16.8％）、「いない」（79.0％）であった。

図表 41 放射線治療医の有無
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ク）がんの訪問診療の実施

がんの訪問診療の実施の有無は、新潟県では「有」（6.5％）、「無」（88.3％）で、「有」の

場合、平成 18 年の延件数の平均値は 14.00 件、標準偏差は 15.62 であった。

また、愛知県では「有」（4.2％）、「無」（91.6％）で、「有」の場合、平成 18 年の延件数

の平均値は 9.25 件、標準偏差は 9.73 であった。

図表 42 がんの訪問診療の実施の有無

5.0%

6.5%

4.2%

90.5%

88.3%

91.6%

4.5%

5.2%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（N＝220）

新潟県（N＝77）

愛知県（N＝143）

有 無 無回答



86

ケ）がんの地域連携パス

がんの地域連携パスの有無は、新潟県では「有」（0.0％）、「無」（96.1％）であった。

また、愛知県では「有」（1.4％）、「無」（93.0％）であった。「有」の場合、パスの個数の

平均値は 5.50 個、標準偏差は 3.50 であった。

図表 43 がんの地域連携パスの有無

0.9%

0.0%

1.4%

94.1%

96.1%

93.0%

5.0%

3.9%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計（N＝220）

新潟県（N＝77）

愛知県（N＝143）

有 無 無回答

コ）1 ヶ月間のがん患者の状況

平成 19 年 1 月 1 ヶ月間（1 月 1 日～1 月 31 日）のがん患者の状況は、以下のとおりで

あった。

図表 44 平成 19 年 1 月 1 ヶ月間のがん患者の状況

（単位：人）

新潟県 愛知県

Ｎ 平均 標準偏差 Ｎ 平均 標準偏差

外来実患者数 35 755.31 764.59 55 751.72 1,108.25

新規外来実患者数 35 86.81 119.02 55 71.03 123.76

入院患者数 35 118.59 125.16 55 119.59 130.51

新規入院実患者数 35 62.04 75.97 55 67.95 88.18
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サ）1 ヶ月間に紹介を受けたがん患者の状況

平成 19 年 1 月 1 ヶ月間（1 月 1 日～1 月 31 日）に紹介を受けたがん患者の状況は、以

下のとおりであった。

図表 45 平成 19 年 1 月 1 ヶ月間に紹介を受けたがん患者の状況

（単位：人）

新潟県 愛知県

Ｎ 平均 標準偏差 Ｎ 平均 標準偏差

他院からの紹介実患者数 35 37.75 63.41 55 34.42 55.27

うち診療所からの紹介実
患者数

35 19.81 34.48 55 23.90 40.75

うち病院からの紹介実患
者数

35 9.20 12.08 55 12.13 20.70

紹介患者数のうち入院し
た実患者数

35 9.18 11.55 55 10.59 15.30

シ）1 ヶ月間の転帰の状況

平成 19 年 1 月 1 ヶ月間（1 月 1 日～1 月 31 日）の転帰の状況は、以下のとおりであっ

た。

図表 46 平成 19 年 1 月 1 ヶ月間の転帰の状況

（単位：人）

新潟県 愛知県

Ｎ 平均 標準偏差 Ｎ 平均 標準偏差

退院実患者数 35 53.79 61.21 55 74.65 77.73

他病院 35 2.20 4.60 55 3.32 4.87

診療所 35 1.58 3.31 55 3.55 10.41

自宅 35 26.45 31.50 55 52.97 63.11

施設 35 0.26 0.44 55 0.21 0.64

転帰

死亡退院 35 6.91 4.32 55 11.27 9.78


